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１ 重要事項 
 
 環境省推進費による研究 

有機マーカーに着目した PM2.5 の動態把握と正値行列因子分解モデルによる発生

源寄与評価 
群馬県衛生環境研究所と共同実施した PM2.5 中の有機マーカー成分の観測デー

タを利用し、正値行列因子分解モデルにより PM2.5 の発生源寄与率の推定を行っ

た。主な成果について以下の通り発表した。 
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データを利用した大気中ベンゼン濃度の推定―. 日本地域政策研究. (in press) 
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いた PM2.5発生源寄与の推定 (2)－気象解析による発生地域の推定. 第 57 回大気環境学会年会, 札幌. 

(6) 熊谷貴美代, 田子博, 齊藤由倫, 木村真也, 工藤真治, 飯島明宏, 関口和彦. (2016). 都市、郊外、森林地点に

おける PM2.5同時観測 －有機マーカー成分の挙動－. 第 57 回大気環境学会年会, 札幌. 
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 科研費基盤 C による研究 

フィールドスタディから発展する教科横断型”環境教育サマーキャンプ”の開発

と実践 
 「水」をテーマにしたフィールドスタディ型サマーキャンププログラムを開発

し、実践した。主な成果について以下の通り発表した。 
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２ その他の事項 
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(33) 藤岡市 教育委員会の点検及び評価報告書 外部評価者 
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３ 次年度以降の計画・抱負 
 
 競争的研究費による助成研究について 

環境省推進費および科研費基盤 C による研究テーマは、ともに平成 28 年度で

研究完了となるため、成果の取りまとめおよび発表に力を注ぐ。研究成果は、第

58 回大気環境学会年会、Asian Aerosol Conference 2017、日本環境教育学会第 28
回大会、World Environmental Education Congress 2017 等で発表する。 

 
 

 
 


